
金
揮
古
蹴
志
巻
十
ニ

ち
た
る
甲
た
る
ゆ
ゑ
陀
、
頭
に
は
庇
付
か
宇
。
そ
の
内
に
乎
勢
大
勢

に
て
、
彼
者
を
ぽ
討
留
め
た
り
。
是
彼
の
一
絡
な
る
善
遺
寺
右
馬
介
た

り
け
り
。
初
め
最
上
義
光
の
前
に
て
、
此
度
本
庄
越
前
が
首
を
取
ら

・
?
ん
ば
再
び
腕
ら
じ
と
腐
言
し
け
る
ゆ
ゑ
怠
り
。
右
馬
介
が
刀
は
貞

宗
た
り
。
此
刀
を
ぽ
本
庄
越
前
分
取
し
て
景
勝
へ
上
り
た
り
。
後
に

此
の
刀
紀
伊
大
納
言
抑
制
宜
の
御
所
有
と
成
る
を
、
遺
物
と
し
て
徳
川

将
軍
家
へ
献
上
せ
ら
る
。
本
庄
貞
宗
と
い
ふ
は
是
危
り
。
叉
本
庄
越

前
が
荒
し
た
る
明
珍
の
甲
は
、
後
に
芭
江
山
城
守
の
所
有
と
成
り
た

る
を
、
本
多
安
易
守
政
重
、
山
城
守
の
智
養
子
と
成
り
、
結
納
の
伎

を
ば
本
多
佐
渡
守
政
信
の
家
来
蜂
岡
伊
賀
勤
め
け
る
時
、
山
城
守
悦

び
の
飴
り
に
、
彼
の
甲
を
ぽ
引
出
物
に
出
し
た
り
。
依
り
て
夫
よ
り
此

甲
蜂
岡
伊
賀
が
家
に
停
来
し
、
今
に
加
州
本
多
が
家
来
蜂
岡
才
右
衛

門
所
持
す
。
と
あ
り
。
右
停
話
に
擦
り
て
考
ふ
る
に
‘
蜂
岡
伊
賀
は

本
多
佐
州
の
家
人
な
る
を
、
本
多
元
組
安
房
守
加
州
へ
別
家
せ
し

時
.
本
家
よ
り
の
附
人
と
た
り
し
と
聞
ゆ
。
蜂
岡
才
右
衛
門
は
三
代

叉
太
郎
の
事
た
ら
ん
。

。
本
多
兵
庫
健
話

三
登
記
に
云
ふ
。
正
保
四
年
六
月
三
目
、
本
多
前
房
州
大
夢
老
残
せ

二
四

ら
る
。
菩
提
所
大
衆
寺
に
て
大
法
曾
を
執
行
せ
ら
れ
、
回
僧
院
殿
大

夢
道
中
居
士
と
鋭
し
‘
廟
堂
を
遁
管
あ
り
て
、
普
盤
し
美
つ
く
し
、

孝
養
供
養
申
計
り
た
し
。
迫
付
き
江
戸
よ
り
御
使
下
り
‘
御
折
紙
持

参
し
、
長
男
長
松
丸
に
名
跡
呉
儀
泣
く
仰
付
け
ら
れ
た
り
。
翌
年
五

月
下
旬
利
常
卿
江
戸
御
稲
田
鶴
被
v骨

F
成
、
直
に
日
光
山
へ
御
参
詣
被
v

遊
‘
ね
づ
越
を
経
て
越
後
へ
御
出
で
、
金
滞
御
渚
、
本
多
の
邸
へ
入

ら
せ
ら
れ
、
島
竹
様
の
御
産
後
御
封
筒
被
v
遊
.
小
松
へ
御
着
披
也
。

長
松
は
頓
て
金
津
よ
り
小
松
へ
至
り
‘
御
砲
と
し
て
登
城
す
。
利
常

卿
父
大
夢
秘
磁
の
古
筆
の
儀
御
帯
あ
り
け
る
に
)
長
松
丸
左
様
の
も

の
無
御
座
-
皆
申
上
ぐ
。
利
常
卿
御
意
被
v
遊
は
、
家
の
第
一
の
霊
貨

危
り
。
た
き
事
は
あ
ら
じ
。
長
松
せ
が
れ
な
れ
ば
と
て
、
家
老
共
は

知
ら
や
と
い
ふ
仔
細
有
閑
敷
事
也
。
出
頭
の
者
共
被
=
召
寄
一
吟
味
仰

付
け
ら
れ
た
り
け
る
に
、
大
夢
病
気
指
重
り
往
生
せ
し
刻
、
本
多
兵

庫
大
夢
の
居
間
よ
り
箪
笥
一
つ
取
出
し
、
居
宅
へ
鴛
v
持
治
し
た
る
よ

し
校
選
す
。
頓
て
兵
庫
を
吟
味
被
畠
仰
付
-
践
、
右
之
趣
露
顕
す
。
此
兵

庫
は
寺
岡
庄
左
衛
門
と
て
‘
家
久
敷
者
の
子
也
。
寺
岡
左
京
と
名
付

け
、
せ
が
れ
の
時
よ
り
近
習
に
召
仕
ひ
、
殊
の
外
出
頭
し
、
本
多
の

苗
字
を
あ
た
へ

τ本
多
兵
庫
と
名
乗
り
、
大
夢
残
せ
し
時
遁
腹
可
v
仕

-
1
0
1
t
t
1
1
1
6
0
o
f
-
-
-

o 

者
に
て
有
v
之
蕗
、
無
所
存
た
る
心
底
、
天
胞
の
入
替
る
に
や
と
諸
人

申
し
た
ら
し
け
り
。
依
'
之
兵
庫
は
大
野
宮
坂
の
松
原
に
て
殺
害
命
ぜ

ら
れ
‘
本
多
家
老
松
岡
助
左
衛
門
・
篠
井
雅
幾
・
飾
岡
伊
賀
・
大
橋
新

・
丞
は
閉
門
被
昌
仰
付
-
と
い
へ
ど
も
‘
頓
て
御
赦
免
に

τ
奥
力
に
被
a
仰

付
-
と
云
々
。
按
占
y
る
に
、
元
和
二
年
の
安
房
守
家
人
武
功
番
上
般
に
、

三
百
石
、
歳
三
十
八
、
寺
岡
庄
左
衛
門
、
本
国
三
河
。
と
あ
り
。
此

の
庄
左
衛
門
後
苗
字
を
賜
は
り
‘
本
多
兵
庫
と
名
乗
れ
る
と
な
り
。

平
次
訟
も
ふ
に
‘
今
大
衆
寺
に
元
組
安
房
守
政
露
の
判
書
あ
り
。
共

の
文
如
v
左。

『
国
-

一
、
五
さ
つ
づ

一
‘
小
ば
と
の
内

有
長
松
参

大
事
の
ぐ
ん
ぽ
う
の
ひ
で
ん
に
候
問
、
と
し
た
け
候
て
、
長
松
一
人

し
て
見
て
が
て
ん
、
明
可
ν
仕
は
か
り
事
に
候
間
.
人
に
.
聞
候
ま
じ

F

、。

三
さ
つ

う
の
と
し
五
月
吉
日

政

キリ

霊

右
は
大
夢
の
直
筆
也
と
て
‘
大
衆
寺
へ
寄
附
し
‘
今
掛
軸
と
た
し
什

物
と
す
。
按
4
1
る
に
、
う
の
と
し
は
寛
永
十
六
年
己
卯
た
る
ぺ
し
。

金
滞
古
蹟
志
血
管
十
二

右
書
中
に
載
せ
ら
れ
し
五
冊
閲
並
に
小
箱
三
冊
箪
法
の
秘
体
‘
是
則

ち
利
常
卿
の
穿
盤
し
給
ふ
大
夢
秘
磁
の
古
筆
な
る
ぺ
し
。
本
多
長
松

は
、
正
保
阻
年
三
月
廿
七
目
安
房
守
政
重
致
仕
す
る
に
よ
り
相
続
命

ぜ
ら
れ
た
り
。
此
の
時
十
七
歳
な
り
。
初
め
左
馬
助
と
綿
し
・
相
続

後
安
易
政
長
と
稽
す
。
貞
享
三
年
十
一
月
大
老
臓
と
成
り
、
元
総
凶

年
十
二
月
従
五
枕
下
安
房
守
に
叙
任
す
。
是
二
代
安
易
に
て
、
老
名

を
索
立
軒
と
稀
す
。
大
衆
寺
に
左
の
直
筆
の
遁
悼
の
和
歌
を
僻
来

す。開
催
院
大
夢
道
中
居
士
、
い
つ
し
か
と
と
し
み
そ
ぢ
あ
ま
り
み
と
せ

に
友
り
ぬ
る
を
の
ぷ
る
和
歌
。

を
し
と
み
し
と
し
の
小
車
め
ぐ
り
き
て

た
か
き
跡
問
ふ
法
の
道
か
た

延

費

七

ノ

六

月

三

日

政

長

叉
五
代
安
易
守
政
昌
の
和
歌
も
停
来
す
。

潔
か
ら
ぬ
人
の
心
を
た
ぐ
へ
て
は

多
咲
く
む
め
の
か
ほ
り
と
ぞ
訟
も
ふ

右
は
蜂
岡
伊
賀
奮
邸
の
因
み
に
記
載
し
て
、
本
多
町
古
蹟
替
地
の
考

殻
に
備
ふ
。
本
多
兵
庫
が
沓
邸
は
い
づ
れ
の
地
た
ら
ん
か
、
迫
考
す

二
五




